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さわた図書館からのお知らせ

休館日カレンダー（18年6・7月）■の日が休み

図書館だより

図書館（中央・両津・さわた・真野・小木） 図書室（相川・新穂・畑野・羽茂・赤泊）

☆おはなし会または読み聞かせの会（ボランティアによる読み聞かせ）（幼児･小学生）
　　　中央図書館　　毎月第2土曜日　午前10時30分～
　　　真野図書館　　毎月第2木曜日　午後3時～　
　　　小木図書館　　毎月土曜日　　  午前11時～

☆夏おじさんの紙芝居や読み聞かせの会
　　　中央図書館 《もくもく会》　　
　　　　毎週木曜日　午後4時10分～4時50分まで
　　　さわた図書館 《おはなし会》　　
　　　　毎週火曜日　午後4時20分～

佐渡市では「こども読書推進活動」として次のような行事を行っています。参加をお待ちしています。

〒952-1393　佐渡市河原田本町394番地
佐渡中央会館内　TEL. 57－2711

「おはなし隊」があそびにきます！

　さわた図書館に絵本をたくさん積んだ「おはなし隊」のキャラバンカー
がやってきます。「おはなし隊」は講談社の読書推進事業で、全国の幼稚園･
保育園･小学校・図書館･公民館・書店などをキャラバンカーで巡回し、絵本
や紙芝居の読み聞かせを行っています。キャラバンカーには約５００冊の児
童書が展示してあり、子どもたちが自由に読むことができるようになってい
ます。絵本を読んだり、おはなしを聞いたり、子どもたちにとって、きっと楽しい一日になるはずですよ。ぜひあそ
びに来てください。

▲キャラバンカー

聴覚障害者用
字幕（手話）付
ビデオライブラリー

視聴障害者用字幕(手話)付きビデオカセットの貸出をしています。
両津図書館がアスベスト除去工事のため休館している間、中央図
書館で貸出をしています。どうぞご利用ください。

6月24日（土）午前10時から　佐渡中央会館前　駐車場
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月
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月

木 金 土



蜷
大
正
時
代
頃
の
鶴
子
坑 

（
本
口

　
間
歩
）古
写
真

蜷
鶴
子
代
官
所
跡
　
複
数
の
テ
ラ

　
ス（
平
坦
地
）が
残
る
。

　
佐
渡
金
山

遺
跡
の
南
東
、

佐
渡
市
沢
根
・

沢
根
五
十
里
・

相
川
下
戸
村

に
ま
た
が
る

大
佐
渡
山
脈

の
山
中
に
、

戦
国
時
代
か

ら
昭
和
21
年

に
か
け
て
、

銀
や
銅
な
ど
を
採
掘
し
た
「
鶴
子
銀
山
（
つ

る
し
ぎ
ん
ざ
ん
）
」
と
呼
ば
れ
る
鉱
山
の

跡
が
存
在
し
ま
す
。

　
鶴
子
銀
山
は
、
天
文
11
年（
１
５
４
２
）、

越
後
国
の
商
人
で
あ
っ
た
外
山
茂
右
衛
門

（
と
や
ま
し
げ
え
も
ん
）
が
、
沢
崎
沖
を

船
で
航
行
中
に
、
沢
根
の
山
が
光
る
の
を

見
て
発
見
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
西
三
川
な
ど
の
砂
金
を
採
掘
し
た

場
所
を
除
く
、
佐
渡
島
の
鉱
山
の
中
で
も

っ
と
も
歴
史
の
古
い
鉱
山
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。
発
見
者
の
茂
右
衛
門
は
、
沢
根
の

領
主
で
あ
っ
た
本
間
摂
津
守
（
ほ
ん
ま
せ

っ
つ
の
か
み
）
に
、
一
ヶ
月
銀
百
枚
を
運

上
す
る
こ
と
で
開
発
の
許
可
を
も
ら
い
、

鶴
子
沢
の
上
流
で
、
「
露
頭
掘
り
（
ろ
と

う
ぼ
り
）
」
と
よ
ば
れ
る
地
表
に
露
出
し

た
鉱
脈
を
掘
り
取
る
採
掘
方
法
に
よ
っ
て

銀
を
採
掘
し
ま
し
た
。

　
天
正
17
年
（
１
５
８
９
）
、
上
杉
景
勝

が
佐
渡
を
領
土
と
す
る
と
、
銀
山
経
営
の

た
め
に
鶴
子
の
外
山
（
と
や
ま
）
に
陣
屋

を
建
て
て
、
代
官
を
置
き
、
銀
山
経
営
の

と
り
ま
と
め
を
行
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
文
禄
４
年
（
１
５
９
５
）
、
鶴
子
沢
の

本
口
間
歩
（
ほ
ん
ぐ
ち
ま
ぶ
）
で
、
石
見

国
（
島
根
県
）
よ
り
来
島
し
た
石
見
忠
左

衛
門
（
い
わ

み
ち
ゅ
う
ざ

え
も
ん
）
、

忠
四
郎
（
ち

ゅ
う
し
ろ
う
）

の
兄
弟
と
石

田
忠
兵
衛
（
い

し
だ
ち
ゅ
う

べ
え
）
ら
に

よ
っ
て
「
坑
道
掘
り
（
こ
う
ど
う
ぼ
り
）
」

と
よ
ば
れ
る
採
掘
方
法
が
導
入
さ
れ
る
と
、

硬
い
岩
盤
に
挟
ま
れ
た
鉱
脈
を
複
数
の
場

所
か
ら
同
時
に
採
掘
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
ま
で
に
金

銀
を
精
錬
す
る
「
灰
吹
法
（
は
い
ぶ
き
ほ

う
）
」
と
よ
ば
れ
る
技
術
や
石
磨
（
い
し

う
す
）
で
鉱
石
を
す
り
つ
ぶ
す
技
術
も
佐

渡
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大

量
の
鉱
石
を
採
掘
で
き
、
そ
れ
ら
か
ら
よ

り
多
く
の
銀
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
産
出
量
の
増

加
や
新
し
い
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
銀
を

求
め
て
山
師
や
鉱
山
の
仕
事
に
係
わ
る
多

く
の
人
々
が
島
外
か
ら
集
ま
り
、
戦
国
時

代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
は
「
鶴
子
千

軒
（
つ
る
し
せ
ん
げ
ん
）
」
と
よ
ば
れ
る

繁
栄
期
を
迎
え
ま
し
た
。
文
禄
５
年
（
１

５
９
６
）
以
降
に
な
る
と
、
鶴
子
銀
山
の

山
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
現
在
、
道
遊
の
割

戸
や
父（
て
て
）の
割
戸
と
呼
ば
れ
る
場
所

で
、
良
質
の
金
銀
鉱
脈
が
相
川
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
鶴
子
銀
山
で
用
い
ら
れ
た
技

術
が
岩
盤
の
固
い
相
川
の
金
銀
山
の
開
発

を
容
易
な
も
の
と
し
、
佐
渡
は
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）
、
佐
渡
奉
行

に
着
任
し
た
大
久
保
長
安
（
お
お
く
ぼ
な

が
や
す
）
は
、
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）

に
鶴
子
の
陣
屋
を
相
川
に
移
転
し
ま
し
た
。

陣
屋
の
移
転

と
と
も
に
、

鶴
子
の
町
屋

や
寺
な
ど
も

相
川
に
移
転
し
、

鉱
山
に
係
わ

る
人
々
も
相

川
へ
集
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
金
銀
山
の
中
心
地
は
次
第
に

相
川
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
最

盛
期
を
迎
え
た
鶴
子
銀
山
も
、
次
第
に
産

出
量
が
減
少
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、

幾
度
か
の
閉
山
、
再
興
が
繰
り
返
さ
れ
、

宝
暦
年
間
（
１
７
５
１
〜
１
７
６
３
）
以

降
は
、
銀
よ
り
も
銅
の
採
掘
が
中
心
と
な

っ
て
、
銅
山
と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
に
は
、
機

械
を
使
用
し
た
近
代
的
な
設
備
や
技
術
に

よ
る
採
掘
が
行
わ
れ
、
昭
和
初
期
も
採
掘

が
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
昭
和
21
年
（
１
９

４
６
）
に
閉
山
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

鶴
子
銀
山
跡
は
、
木
々
が
う
っ
そ
う
と
茂

る
場
所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
山

中
に
は
今
も
、
採
掘
跡
や
代
官
所
跡
、
旧

道
な
ど
の
銀
山
に
係
わ
る
人
々
が
往
来
し

た
痕
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

　
佐
渡
金
銀
山
室
　
蕁
27
―
４
１
７
０

▲平成11年、工事中に発見された本口間歩
　写真下に坑道天井部分の山留用の留木が残る。23
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料
理
か
ら
学
ぶ
国
際
交
流

               

（
佐
和
田
地
区
）

元
気
に
育
て  

さ
つ
ま
い
も

                  

（
小
木
地
区
）

　
「
日
本
語

教
育
、文
化
、

生
活
習
慣
」

な
ど
を
学
び

な
が
ら
、
地

域
に
溶
け
込

ん
で
安
心
し

て
子
育
て
が

出
来
る
よ
う
に
と
、
外
国
か
ら
嫁
い
で

来
た
お
嫁
さ
ん
を
対
象
に
「
さ
ん
ふ
ら

わ
ー
の
会
」
（
代
表
世
話
人
・
上
林
真

弓
さ
ん
）
が
、
佐
渡
中
央
会
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
24
日
は

食
事
会
で
、
外
国
人
（
メ
キ
シ
コ
、
フ

イ
リ
ピ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
）
や
、
曽
我
ひ

と
み
さ
ん
の
夫
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
さ
ん

も
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
地
元
で
採

れ
た
竹
の
子
、
山
菜
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
も
ち
よ
り
、
お
子
さ
ん

も
参
加
し
て
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
昼
食

の
準
備
。
「
フ
イ
リ
ピ
ン
の
結
婚
式
み

た
い
な
ご
馳
走
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、

テ
ー
ブ
ル
の
上
は
大
皿
に
盛
ら
れ
た
料

理
が
並
び
ま
し
た
。
総
勢
20
人
が
テ
ー

ブ
ル
を
か
こ
み
、
身
振
り
、
手
振
り
を

加
え
な
が
ら
交
流
し
、
楽
し
そ
う
に
料

理
を
平
ら
げ
ま
し
た
。
代
表
者
の
上
林

さ
ん
は
「
日
本
人
の
知
り
合
い
が
い
る

と
安
心
感
も
生
ま
れ
る
は
ず
。
初
め
て

の
方
も
気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
　

教
育
委
員
会
佐
和
田
事
務
所
　
蕁
57
―
８
１
３
１

― 

今
回
は
佐
和
田
事
務
所
・
小
木
事
務
所
で
す 

―

　
あ
た
り
一
面
が
早
苗
の
緑
の
ジ
ュ
ウ

タ
ン
に
つ
つ
ま
れ
た
５
月
16
日
、
花
曇

の
空
の
下
、
小
木
幼
稚
園
児
25
名
の
か

わ
い
ら
し
い
手
に
よ
っ
て
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
木
幼
稚
園
で
は
、
ふ
れ
あ
い
家
庭

学
級
の
時
間
で
、
毎
年
サ
ツ
マ
イ
モ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
小
木
民
俗
博
物
館
（
宿
根
木

地
区
）
内
に
あ
る
チ
ビ
ッ
子
農
園
で
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
１
０
０
本
を
、
講
師

の
手
ほ
ど
き
に
「
早
く
お
お
き
く
な
ア

〜
れ
」
と
元
気
な
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

上
手
に
植
え
付
け
を
し
、
敷
き
藁
を
施

し
て
完
了
で
す
。
　　

こ
の
後
、
二
度
ほ
ど

の
草
む
し
り
を
し
て
、

秋
に
は
フ
カ
フ
カ
・
ホ

カ
ホ
カ
の
焼
き
イ
モ
で

収
穫
祭
で
す
。

　
大
き
く
て
甘
い
サ
ツ

マ
イ
モ
が
た
く
さ
ん
採

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

小
木
の
御
所
ザ
ク
ラ

                  

（
小
木
地
区
）

　
佐
渡
市
小
木
に
あ
る
国
指
定
天
然
記

念
物
「
小
木
の
御
所
ザ
ク
ラ
」
が
元
気

の
良
い
花
を
咲
か
せ
、
訪
れ
る
行
楽
客

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
木
の
御
所
ザ
ク
ラ
は
、
佐
渡
に
配

流
さ
れ
た
順
徳
上
皇
の
お
手
植
え
の
桜

と
伝
え
ら
れ
る
優
美
な
匂
い
桜
で
、
海

潮
寺
境
内
に
左
右
に
分
か
れ
２
株
が
な

ら
ん
で
お
り
、
１
枝
に
一
重
と
八
重
が

混
じ
り
咲
く
珍
し
い
品
種
。
昭
和
３
年

に
国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
り
、
人
々

に
愛
さ
れ
大
切
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
14
年
に
木
材
腐
朽
菌
（
キ
ノ
コ
）

が
大
量
発
生
し
枯
死
の
危
機
に
瀕
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
ヵ
年
に
わ
た
っ
て

の
樹
勢
回
復
治
療
の
結
果
、
現
在
少
し

ず
つ
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は

例
年
よ
り

開
花
が
約

一
週
間
遅
れ
、

４
月
27
日

に
開
花
、

翌
５
月
３

日
に
満
開

と
な
り
ま

し
た
。

▼いも植

▲小木の御所ザクラ

6月23日

7月28日

8月11日

8月28日

9月08日

10月27日

11日10日

江戸時代佐渡の産業資本家たち 元筑波大学教授　田中圭一

新潟大学講師　本間恂一

佐渡市教育委員会　野口敏樹

新潟大学農学部助教授　本間航介

専修大学文学部教授　青木美智男

第四銀行両津支店長　遠藤新一

前佐渡市教育長　石瀬佳弘

～佐渡政党抗争史～
　山本悌二郎・野沢卯市・
　北　　吉

両津の今昔（いまむかし）を考える

佐渡の森林の特徴と現状

新潟開港と佐渡の諸港

金融機関から見た佐渡

佐渡の近代を築いた人々

開催月日 テーマ 講　師 平
成
18
年
度

両
津
地
区
　
市
民
大
学
講
座

　
テ
ー
マ
「
明
日
の
佐
渡
市
を
考
え
る
」

　
会
　
場
：
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
両
津
支
所
と
な
り
）

　
時
　
間
：
午
後
７
時
〜
９
時

　
受
講
料
：
年
間
１
、
０
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
〒
９
５
２
―
０
０
０
５

　
佐
渡
市
梅
津
２
３
１
４
―
１

蕁
27
―
４
１
８
１
　
蕭
24
―
１
３
４
４

も
く
ざ
い
ふ
き
ゅ
う
き
ん



平
成
18
年
度

佐
渡
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会 

兼

新
潟
下
越
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会

佐
渡
地
区
予
選
会
結
果　

５
月
13
日
（
土
）

に
、
佐
和
田
野
球
場

と
佐
和
田
多
目
的
広

場
に
お
い
て
、
佐
渡

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
か
ら
野
球
を
愛

す
る
野
球
球
児
（
１

３
８
人
）
10
チ
ー
ム

が
集
ま
り
、
大
会
の

幕
が
開
き
ま
し
た
。

　
白
熱
し
た
試
合
が

続
く
中
、
決
勝
戦
は

畑
野
プ
ロ
ス
パ
ー
ズ
と
高
千
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
で
争
わ
れ
、
畑
野
プ
ロ
ス
パ
ー
ズ
が

３
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
チ
ー
ム
は
６
月
10
日
（
日
）

新
潟
市
（
亀
田
）
で
開
催
さ
れ
る
下
越

地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会
に
佐

渡
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
と
し
て

参
加
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

第
41
回
両
津
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
結
果

【
小
学
４
年
生
以
下
の
部
】

　
男
子
１
位
　
三
國
稔
男（
河
崎
小
）

　
女
子
１
位
　
神
子
沢
美
咲（
加
茂
小
）

【
小
学
５
・
６
年
生
の
部
】

　
男
子
１
位
　
菊
池
祥
平（
河
崎
小
）

　
女
子
１
位
　
神
子
沢
奈
々
美（
加
茂
小
）

【
中
学
１
年
生
の
部
】

　
男
子
１
位
　
橋
本
康
平（
東
中
）

　
女
子
１
位
　
山
下
潮
美（
南
中
）

【
中
学
２
年
生
の
部
】

　
男
子
１
位
　
小
池
祐
貴（
南
中
）

　
女
子
１
位
　
本
間
早
紀（
東
中
）

【
中
学
３
年
生
の
部
】

　
男
子
１
位
　
加
藤
　
毅（
南
中
）

　
女
子
１
位
　
堀
川
智
恵
美（
南
中
）

【
高
校
・一
般
の
部
】

　
１
位
　
土
屋
正
幸（
中
野
建
設
工
業
）

　
２
位
　
中
瀬
博
夫（
佐
渡
大
商
）

　
３
位
　
本
間
貴
広（
航
空
自
衛
隊
）

【
壮
年
の
部
】

　
１
位
　
本
間
順
一（
若
竹
会
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）

　
２
位
　
池
野
哲
也（
佐
渡
農
協
）

　
３
位
　
藤
井
幸
司（
大
一
青
果
）

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
杯

　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　
結
果

【
中
学
の
部
成
績
】

《
男
子
の
部
》

　
１
位
　
渡
辺
秀
太
郎
・
柴
田
洋
祐（
南
中
学
校
）

　
２
位
　
田
口
恭
介
・
本
間
航
希（
南
中
学
校
）

　
３
位
　
戸
田
　
築
・
佐
藤
千
広（
小
木
中
学
校
）

　
３
位
　
池
田
雅
人
・
佐
藤
隆
治（
小
木
中
学
校
）

《
女
子
の
部
》

　
１
位
　
菊
池
沙
亜
耶
・
荒
井
佳
奈
枝（
新
穂
中
学
校
）

　
２
位
　
熊
木
か
な
・
石
井
亜
実（
金
井
中
学
校
）

　
３
位
　
山
田
美
音
・
逸
見
知
美（
真
野
中
学
校
）

　
３
位
　
榎
田
有
美
・
長
沼
美
来（
南
中
学
校
）

第
35
回
佐
渡
地
区
春
季
剣
道
大
会
　
結
果

【
低
学
年
女
子
個
人
戦
】１
位
　
岩
闢
柚

美（
二
見
）／
２
位
　
三
浦
栞
奈（
真
野
）／

３
位
　
山
岡
智
美（
佐
和
田
）・
遠
藤
有
菜

（
佐
和
田
）　
【
低
学
年
男
子
個
人
戦
】１
位

　
山
本
諒（
新
穂
）／
２
位
　
山
口
聖
志（
小

木
）／
３
位
　
奥
野
友
也（
両
津
）・
衣
笠
魁

時（
相
川
）　
【
高
学
年
女
子
個
人
戦
】１

位
　
岩
闢
桃
子（
二
見
）／
２
位
　
柴
田
恵

利（
小
木
）／
３
位
　
菊
地
結
衣（
真
野
）・

佐
々
木
悠（
小
木
）　
【
高
学
年
男
子
個
人

戦
】１
位
　
岩
闢
遥
一（
二
見
）／
２
位
　
藤

井
賢（
小
木
）／
３
位
　
親
松
光
陽（
両
津
）・

近
藤
啓
太（
佐
和
田
）　
【
中
学
生
女
子
個

人
戦
】１
位
　
石
川
瑞（
両
津
）／
２
位
　

藤
本
か
お
り（
小
木
中
）／
３
位
　
本
間
舞

（
小
木
中
）・
本
間
真
美（
小
木
中
）　
【
中

学
生
男
子
個
人
戦
】１
位
　
本
間
圭
一
朗（
小

木
中
）／
２
位
　
石
川
善
一（
両
津
）／
３
位

　
佐
々
木
鴻（
小
木
中
）・
小
野
大
貴（
小
木

中
）　
【
一
般
女
子
個
人
戦
】１
位
　
石
塚
志

保（
二
見
）／
２
位
　
岩
闢
希
望（
二
見
）／

３
位
　
橋
本
舞
依
子（
二
見
）・
畠
山
恵（
佐

和
田
）　
【
一
般
男
子
個
人
戦
】１
位
　
佐
藤

友
典（
両
津
）／
２
位
　
竹
内
智
也（
二
見
）

／
３
位
　
廣
瀬
大
海（
二
見
）・
笹
木
亮（
両

津
高
）　
【
中
学
生
女
子
団
体
】１
位
　
小

木
中
学
校
／
２
位
　
両
津
少
年
剣
士
会
／

３
位
　
二
見
・
小
木
・
真
野
混
合
チ
ー
ム
　

【
中
学
生
男
子
団
体
】１
位
　
小
木
中
学

校
Ｃ
／
２
位
　
両
津
少
年
剣
士
会
Ａ
／
３

位
　
小
木
中
学
校
Ｂ
・
新
穂
朱
鷺
剣
友
会

Ｂ
　
【
一
般
女
子
団
体
】１
位
　
二
見
剣
士

会
／
２
位
　
佐
渡
高
校
Ａ
／
３
位
　
小
木

剣
友
会
・
真
野
剣
友
会
　【
一
般
男
子
団
体
】

１
位
　
両
津
剣
友
会
Ａ
／
２
位
　
小
木
剣

友
会
Ａ
／
３
位
　
二
見
剣
士
会
Ａ
・
二
見
剣

士
会
Ｂ

漓
畑
野
プ
ロ
ス
パ
ー
ズ

滷
河
小
ラ
イ
オ
ン
ズ

澆
相
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

潺
八
幡
ポ
ッ
カ
ー
ズ

潸
金
泉
パ
イ
レ
ー
ツ

澁
沢
根
ジ
ュ
ニ
ア
ヤ
ン
キ
ー
ス

澀
羽
茂
カ
イ
ザ
ー
ス

潯
二
宮
イ
ー
グ
ル
ス

潛
七
浦
ビ
ッ
ク
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

濳
高
千
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

優　勝 ： 畑野プロスパーズ（畑野スポーツ少年団）
 ３　位 ： 羽茂カイザース（羽茂スポーツ少年団）

準優勝 ： 高千ドラゴンズ（相川スポーツ少年団）
 ３　位 ： 八幡ポッカーズ（佐和田スポーツ少年団）

第1試合
（2-18）

決　勝
（9-1）

佐和田野球場

畑野プロスパーズ

第1試合
（15-4）

第2試合
（11-4）

第3試合
（19-0）

第3試合
（2-9）

準決勝
（11-0）

　佐和田野球場

準決勝
（0-9）

佐和田多目的広場　　　

第2試合
（1-10）

平成18年度佐渡地区スポーツ少年団野球大会兼下越スポーツ少年団野球大会佐渡地区予選会結果

▲
優
勝
チ
ー
ム
　
畑
野
プ
ロ
ス
パ
ー
ズ

25

か
み
こ
さ
わ

か
み
こ
さ
わ


